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-平
成
7
年
の
完
成
を
け
指
し
て
控

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
上
信
越
自
動

車
道
神
川
橋
(
仮
称
)
こ
の
橋
は
、

長
さ

7
1
4

・
5
m
、
師
9
・
o
m

(
て
市
線
)
で
、
ア
ー
チ
形
式
と
し

て
は
同
内
最
長
の
規
模
で
あ
り
、
述

枕
し
た
・
じ
』
任
問
の
ア

1
チ
の
安
を

け
ん
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

丘
陵
地
引
の
対
観
に
マ
ッ
チ
し
た

姿
は
、

L
し
山
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
も
の

t
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

こ
の
ア
ー
チ
橋
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称

を
持
集
し
ま
す
。

-R・:

• 応

募

方

法

一
時
間
の
応
募
川
紙
か
、
郵
便
は
が

き
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

本
応
募
用
紙
・
応
募
箱
は
次
の
場
所

に
設
置
し
ま
す
。

マ
市
役
所
本
庁
舎
1
断
、
高
速
交
通

課

(
4
附
)
お
よ
び
作
支
所
(
恥
川・

川
阿

・
盟
殿
)
窓
日

マ
J
A
信
州
う
え
だ

k
問
駅
前

・
神

科

・
殿
城

・
豊
里
各
支
所

マ
J
H
神
川
橋
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
(
J
A
信
州
う
え
だ
搬
峨
支
所
内
)

*
郵
便
は
が
き
の
場
合
は
、
次
に
よ

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

-そ
の

他

人
選
さ
れ
た
か
た
に
は
、

記
念
品

新
し

親
し
み

しミ

ン

を
、
ま
た
、
応
山
持
さ
れ
た
か
た
か
ら

抽
選
で
叩
名
の
か
た
に
粗
口
聞
を
お
贈

り
し
ま
す
。

発
表
は
決
ま
り
し
だ
い
可
広
報
う

え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

高
速
交
通
課
(
内

線
1
5
5
3
)

ン
ボ
ノレ

の
あ
る
名
前
を
ノ
.

[2 ] 2. 16 広報うえだ7.



吟
神
川
橋
(
仮
称
)
完
成
予
想
図

』

F

現
従
、
急
ピ
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で
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市の動き

ダ ~1月~

1日…平成ア年元旦年賀状配達出発

式(上回郵便局)

11日・官公庁恕話会(香宵軒)

12日・・・上田中央消防署東北分署竣工

式(小井田現地)=写真.(C=
15日・・平成7年成人式(市民会館、

U59人が出席)

16日-上田市消防出初め式(東小学

校から市民会館までパレード、市

民会館で式典)

20日・・よ国南部消防署川西分署媛工

式(浦野現地)=写真②=
24臼..消防ポンプ自動恵受け入れ式

(消防本部で受け入れ、南部消防

署で使用}

26臼・・太郎山を語る会(市役所、年

間登山回数上位10人が出席・記念

昂痩与)

31日・・平成6年度第2回広報モニタ

一会議(市役所)

日 E百

套民
露 Lこ
公 韮盟l

宅C
E ま
エナ首

藤事 司』
田事る
守務会ζ

警霊 前
λ長を

上
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
上
信
越
自
動
車
道
の

建
設
工
事
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご

g
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
高
速
道
の
建
設
工
事
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
今
や
工
事
の
最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
現
在
、
殿
城
地
区
に
建
設
し
て
お
り
ま
す
、
神
川
を
渡
る

ア
ー
チ
橋
は
、
充
腹
ア

l
チ
形
式
と
し
て
は
圏
内
最
長
で
す
。
古

代
ロ

1
マ
の
水
道
機
(
ガ

i
ル
遺
跡
)
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
よ
う

な
却
の
ア
ー
チ
(
径
問
)
が
連
続
し
、
風
光
明
繍
な
信
州
上
回
の

丘
陵
地
帯
の
景
観
に
も
マ
ッ
チ
す
る
そ
の
姿
は
、
上
信
越
自
動
車

道
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ

i
ク
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
上
田
市
の
ひ

と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
橋
と
し
て
、
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
つ
け
た
い
と
、
上
田
市
の
ご
協
力
を
得
て
橋
名
を
募

集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

16 2. 広報うえだ7.[3] 
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2. 広範うえだ7.

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
行
政
の
適
切
で
京
早
い
対
応

も
も
ち
乃
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の

H
ご
ろ
の
備
え
と
、
そ
の
瞬
間
に
あ
わ
て
ず
ど
れ
だ
り
適
切
に
行

動
で
き
る

か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
災
害
を
忘
れ
る

こ
と

な

く
、

わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
教
訓
と
し

て
活
か
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
も
と
も
と
附

界
で
も
布
数
の
地
ぷ
多
発
川
で
す
が
、
今

年

1
凡
打

H
に
は
、
「
.平

成

7
年
兵
庫
県
南
部
地
円
以
」
と
名
付
け
ら

れ
、
気
象
庁
史
上
初
め
て
民
度

7

(
激
震
)
が
適
用
さ
れ
た
大
地

震
が
発
生
し
、
神
戸
市
を
は
じ
め
と
し
て
周
辺
市
町

村

に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
は
い
つ
、

ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

-企画課
(内線1222)
・消防本部

(ft③0119) 

被
害
を
最

挫
物
や
広
場
の
よ
う
な
場
所
に
避
難
す
る
。

・
垂
れ
下
が
っ
た
屯
線
に
近
づ
か
な
い
。

A

マ
海
岸
の
場
合
は
、・
荷
台
な
ど
に
避
難
し
、
津

波
情
報
を
よ
く
問
〈
。

A-山
間
部
や
が
け
の
近
く
に
い
る
と
き
は
、

速
や
か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

-
地
震
発
生
時
の
行
動
は
?

-
丈
夫
な
机
な
ど
の
下
仁
入
る
か
、
柱
や
壁

ぎ
わ

仁
身
を
寄
せ
る
。
倒
れ
や
す
い
シ

ョ
ー

ケ
ー
ス
な
ど
か
ら
・
身
を
離
す
。

A

マ
あ
わ
て
て
出
U
に
殺
到
せ
ず
、
係
円
以
の
指

ポ
に
従
い
、
避
雌
は
断
段
で
。

企マ
外
は
孫
.
卜
物
、
て
位
険
な
た
め
、
あ
わ
て
て

外
に
逃
げ
出
さ
な
い
。

A

マ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
た
ら
、

小
に
あ

る
連
絡
屯
話
を
使
っ
て
、
救
出
を
待
つ
。

火災が発生 したら、初期消火が大切

-
屋
内
に
い
る
と
き
発
生
し
た
ら
?

①
家
の
中
の
場
合

.
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
テ
ー
ブ
ル

な

E
の
.
卜
に
隠
れ
る
(
余
怖
が
な
け
れ
ば
、

下
近
の
庖
仰
向
や
ま
く
ら
な
、
ど
で
副
を
保
護

す
る
)
。

A

マ
あ
わ
て
て
外
に
は
飛
び
出
さ
な
い
。

A-逃
げ
道
を
失
わ
な
レ
ょ
う
避
難
口
を
確
保

す
る

(ゆ
が
み
で
戸
が
聞
か
な
く
な
る

こ
と

が
あ
る
)
。

-
早
急
に
火
の
始
末
を
す
る
(
コ
ン
セ
ン
ト

や
ガ
ス
の
元
怜
の
処
円
も
忘
れ
ず
に
)
。

A-礼
幼
児
や
病
人
、
お
年
市
り
の
安
全
確
保
。

③
デ
パ
ー
ト
な
ど
ピ
ル
の
中
の
場
合

-
車
の
運
転
中
や
電
車
の
中
で
は

A
V
地
誌
ぞ
感
じ
た
ら
、
徐
々
に
述
皮
を
落
と

し
、
事
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
、
エ
ン
ジ
ン

を
切
る
。

.
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
車
外
仁
出
ず
、
地

震
情
報
を
カ

l
ラ
ジ
オ
で
聞
く
。

A-取
を
離
れ
る

t
き
も
鍵
を
つ
け
た
ま
ま
で
、

ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
な
い
。

a-屯
市
r
が
途
小
、で
止
ま
っ
て
も
、
非
常
コ
ッ

ク
ぞ
聞
け
て
勝
手
に
山
中
外

へ
山
な
い
。

-
屋
外
に
い
る
と
き
発
生
し
た
ら

av
い
ち
ば
ん
怖
い
の
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀

の
倒
破
。
で
き
る
限
り
塀
か
ら
・
雌
れ
る
。

A
Vu
m
似
か
わ
ら

・
行
板

・
窓
ガ
ラ
ス
の
似
片

な
ど
伯
険
物
の
必
ド
に
注
ぷ
し
て
、

…刷
丈
な

欲
張

| ず

l 婆
'- 最

長Li、
・_...思D~
1溢薫るに



-非常持出品

貨 霊 昂 現金、信利鉦・、預貯金通帳、免許証、健康保
険騒、 E日かんなど

非常食品 かんばん、街路など火を過さないで食べられる
物。ミネラルウォーター、水筒など

応急医覇軍昂
自3臣、傷灘、胃腸灘、救急鉾l1J膏、 病人やお年
寄りの常備擦など

傷事再ラジオ 予備自電池let多めにストックを

照明書書契
領中電灯{できれば一人に 1旬。予備電池は忘
れずに)、ろうそく(太くて短い物)

衣 類 下婦、上司E、タオル、紙おむつなど

{
昨
年
の
防
災
訓
練 遊重量場所を家族で話し合っておきましょう

-
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
に

-
幼
児
や
お
年
寄
り
、
病
人
の
い
る
部
屋
に

は
、
転
倒
の
危
険
の
あ
る
背
の
高
い
家
具
な

ど
を
置
か
な
い
。

A
V
，
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

・
補
強
を
す
る
。

-
av非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
く
よ
別
表
参

てやめ 4砂お連 4砂照
すて避〈給家)
が い難 。方族

る場 i去で.
見広所 、防

直域を 非災
し避確 常会
も難認 持議
予場し 出を
定所て 品開
しはお なき
て glj < t:' 
い表( を集
まの市 確合
す tが認場
、屯お 、 し 所

り定 てや

-
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
て

A
V
L

字
金
具
な
ど
で
家
具
類
ぞ
固
定
し
、
転

倒
を
防
止
す
る
。

.
棚
の

-K
の
物
な
、
ど
の
落
下

を

防

?
。

圃広域避難場所一覧

消防
広域避聖堂渇所 電話番号 対 象 区 担長

分団

第一
防災センター 24-6205 

踏入、泉町、上常田、中常国、下常国、北常回、
{雲 大 22-1215'間

分団
東 22-0105附

材木町、積町、常入

第二 一 中 22-0103間 北天神町、南天湖町、 鷹匠町、本町、松尾町、

分 団 日 本 た ret 
叩 22-1210間 末広町、大手町、泉平、ー

第 三
~t 23-1621側 海野町、丸沼町、原町、馬場町、袋町、鍛冶町、

分 団
中 22-0650附 田町、柳町、上紺屋町、上鍛冶町、新図、

漕 明 22-0804(ftl 上川原柳町、下川原柳町、愛宕町、上房山、下房山

第五 西 22-0419 
下紺屋町、木町、北大手、緑がE、鎌原、新屋、

分団 市 民 体 育 館 22-8699 
西脇、緑がE北、織がE西、新町、諏訪部、生縁、

常磐町、減北

第六 四 中 22-2753 小牧、諏訪形、=好町、御所、中之条、千幽町、

分団 千 幽 高 22-7070fftl 中村、須川、羽田ケE

第七 111 辺 22-5008fftl 上田原、川辺町、倉升、下之条、神畑、築地、

分自 川辺察白地区防災センター 上田有放 3-0858 東築地、半過、福田L吉田

第八 温 尻 22-1904叩
秋和、上塩尻、下鐘尻

分団 海尻地区公民館 27-9836 

第十 神 111 22-5302 
大屋、岩下、下膏木、みすす台商、みすす台北、

分団 神川地区公民舘 25-1回2
上青木、梅がE、久保称、黒坪、上沢、国分、

下堀、上場

第十二 神 科 22-0652 
畑山、伊勢山、神科新屋、野竹、西野竹、笹井、

岩門、染屋、蛇沢、金井、山口、大久保、長島、
分団 染 谷 高 22-0435側

金剛寺、富士見台、川原、住吉がE

第十= 豊 殿 22-4004 
森、大白木、長入、宮之上、小井田、中吉田、

分 団 環焼改善センター 35-2840 
町吉田、桜台、下吉田、林之郷、下郷、岩清水、 |

矢沢、赤坂、漆戸、ひかり

第十四 中 t極 回 38-2515 
下本郷、五加、上本郷、中野、上小島、下小島、 |

分団 塩 田 中 38-2501 
保野、舞園、八木沢、東五加、学?湾問、学海北、

ハ舞

第十五 東 泡 国 38-2717 平井寺、鈴子、石湖、柳沢、下之郷、奈良尾、

分団 東趨田老人集会所 纏固有放 4646 中組、下組、桜

第十六 西 海 田 38-2555 十人、索前山、西前山、手縁、 泡田新町、山田、

分団 酉 温 田 4z』z 館 泡固有放 6734 野倉

第十七 別 所 38-2038 
上手、院内、大湯、分去

分団 相 染 翻 38-2100 

第十八 浦 里 31-2001 
浦野、岡、仁吉田、越戸、藤之木

分間 111 西 31-2014 

第十九
室賀基華字集落センター 31-3739 上室賞、下室賀、ひばりケ丘分団

第二十 ー1¥ 中 22-5016 
小泉

分団 川西社会福祉センター 22-5004 

(5 ] 16 2. 広報うえだ7.



安
心
の

品>> ~

晶 ・ 品 ， 晶 - -皿a 晶 _J

.3月1日制-3月7日(j<)

!春の火災予防運動

暮
ら
し
の

-消防本部
(ft⑮0119) 

中
心

火
の
用
Jし、

-
平
成

6
年
の
火
災
概
要

昨
年
1
年
間
の
上
岡
市
の
出
火
件
数
は
沌
件

で、

平
成
5
年
に
比
ペ
叫

・
8
バ
1
セ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
亡
者
は

2
人
。
火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
約
1
億
9

2

0
0
万
円
、
て
、

2
6
2
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

加
で
し
た
。

-
平
成

6
年
の
出
火
原
因

3位

たiまと・
花火

2位コンロ

その他

45件 57.6%

-
火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
、
』
や
、

は
し
な
い
。

②
子
ど
も
仁
は
、
マ

っ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
で
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

@
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る

t
き
仁
は
、
そ
の

場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
崎
市
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

た
ば
、
』
の
投
げ
捨
て

体施応対 にを 園圃圃圃圃圃圃圃圃圃園_..あ人神勤 ま置庫 刻断のの県
制設援策そわ神ま圃園・・・・・・・・・・!Kj疋の戸のよこすし県こな水倒死南 司 事か
をのや本の疋戸定.司・・.二三円り毅市疋田。、南の吏 ・壊者部月 帝人
と復、部ほり市、臨-司r，・防相、援にめ広 被部よ障ガやと地1] -t重
つ i日道なか行に市臨空~~! ."1 ]'，. I溜 1派派、域 似地うをス火、震自 主友
てに路どにい派水門・i'Ili : 1.1， fl.!月遣遣隊消 詰震なき漏災行は午 マ
あ随 ・のもま遣道 l つ&l.~ ~&: J ~ 26隊。員防 の上状だれに方、前
り時河要、しし局 1 週~司よ量1 日に長 3 本 額四況しなよ不 55 

、川請長芝、で l 笠_.-・ ~帰加野人部 援 市 のてどる明 O 時
市市 ・に野。給は 1 !咽曹 、 ~・・庁わ県とは ・叡中い、焼者 o46 
内職下よ県 水給 1:--. _，..，__すで現しり下救、 復援、ま被失を O 分
め員 氷りや 支水 11 ." G・隆盛ど~~女被 9 助披 旧対」こす災を出人 !こ
福を道、兵 援車 1....-雪田・・圃・・・し災消工災 に策因。者はしを発
祉派 ・ご庫 を 4 函..acヨ園圃司だ者防作地 協本市 のじギ超生
施遣 都み県 約台 E・-唱週間E圃....1。の本車の 力部で 生め 22えし
設で 市収の 2 と圃・圃・I""'1司副・.... 1 叡部 T較 し」は 活 l五六るだ
・き計集災 週 職 . 1 助、台援 てを 「 に富家多兵
兜る画の害 問員ーーー一一一一ー --- jこ48を活 い設兵 深中屋く庫

[6 ) 2. 16 広報うえだ7.



火事・救急・救助は 119番

-
寝
た
ぱ
-

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は

し
な
い
。
始
末
を
し
っ
か
り
と
。

-
台
所
で
コ
ン

ロ
を
使
っ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

義援物品については、上小地方事務所で 2

月20日開までの問(閉斤日を除く)午前8時

30介から午後 5時まで受け付けています。な

お、対象品目は、トラック輸送できるよう梱

包された食料品(保存可能なもの)、新品同様

かこれに準ずる衣料品、日用品、医薬品など

です。

・問い合わせ 上小地方事務所総務課

(上田合同庁舎内・宮@7113)

「兵庫県南部地震Jで被災さ

た皆さんが、一日も早くこの

害を乗り越え、復興に向かっ

立ち上がれるよう、激励の意

を込めて、救援のための募金を

行います。

上田市民の温かい気持ちを、

被災者の皆さんに届けられるよ

う、ごt~カをお願いします。

4・募金設置場所/市役所本斤舎

・南斥舎 1階ロビー、教育委員

会序舎 l階(体育課前)、上回創

造館 |階ロビー、塩田支所、川

西支所、豊殿支所

.募金箱設置期間/2月28日ω
まで

・異庫県南部地震上田市救援

対策本部(生活環境課)

(内キ泉1388)

・企画課 (内線1222)

温
か
い
気
持
ち
を
/

童
施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
も
、
被
災
者
の
受
け

入
れ
体
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
芝
、
長
野
大
学
を
申
山
と
し
だ
市
民
ボ
ラ

ン
テ
イ
戸
活
動
の
吏
援
も
し
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8

8
〉

郵便局では、被災地の災害対策本部あての

「救助用小包郵便(1包み 12キログラム以下

で縦・横・高さそれぞれの辺の合計が l・5

メートル以内、かつ一辺の長8が最大|メー

トルまで)Jと r現金書留」 について、郵便局

まで持参した場合、無料で郵送することがで

きます(受け付けの期間は、地域により異な

ります)。

・問い合わせ 上田郵便局(包(2276)

[7 J 2. 16 広報うえだ7.



23億9.704万円
(6.4%) 

市税

166憶5.443万円

(43.596) 

収入総額

382億6，467万円

376億9，227万円

支出総額

民生費

土木賀

91億5.925万円

(24.396) 

65億4.505万円
(17.496) 

総務費 商工費 /農林水産業費
・テレホンガイドうえだ (298万円)

・印鑑証明 ・支所証明発行オンライ

・中小企業融資に(1創立2.926}J円} ・創造の森整備事業(r億 939万円)

ンシステム開発費 (r ，477万円)

民生費
・緊急通報装置整備事業

(2，474万円)

・老人デイサーピスセンタ一、在宅

介護支援センター整備事業(室賀)

( r億176万円)

・神科児童センター建設事業

( 2億972万円)

衛生費
・人間ドック検査費用補助金 (968万円)

・合併処理浄化槽設置補助金

( 1 i意r，553方円)

・ごみ減量・再資源化対策事幾 (2，277万円)

・ごみ最終処分場整備事業

( 3億4，435万円)

・林業機造改善事業(2億8，923万円)

・農村基盤総合整備事業

( r億3，035万円)

土木費
・都市公園整備事業(1 億9，654万円)

・街路の整備 (17億7，242万円)

・高速道・新華料家の早期整備に向けて

(22億 161万円)

・市営住宅建設(環境改善)事業

(4，647方円)

教育費
・ 統合小学校(i'l.9~墨田 ・ 男IJ所)建設

( 6億9，775万円)

・上回城跡公園整備事業

( 2億4，514万円)

・東小屋内運動場等改築事業

( 2億8，160万円)

広績うえだ7.2. 16 (8] 
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ミ弓収入済額

ミミ支出済額
5億3.393万円
5億2.826万円

5，762万円
5.088万円

58億 56万円
52~鞍1.185万円

EZヨ匡君EEヨ9.581万円
9.533万円

5.617万円
4.990万円

土地取得
事業

持軍国有線
飯送型車話事業

箇民健康
保険E事業

交通災害

共済事幾

65億5.193万円
65億5.169万円

老人保健事業

20億5.723万円
20億3.124万円

援策集洛

排水事費量

同
円

万
万
一

n
M
U
内

h
u
-

n
υ
a
u
-

司

''n‘u
-

n
N
U

‘，
，
-

億
億

一

偽

3
L
n
μ
L

-

anM可

a
H『

一

公共下水道

事業

3傷 855万円
E億9.639万円

同和地区住宅
新築資金等
貸付事業

各事業のあらまし

8 ('H13.449m'、1億九711万円)-土地取得状況土飽取得事業

4，813阿(1rI平均)-通話交換回数3，480戸-加入戸数塩田有線政送電話事業

3'li.i?:4，7967J円(保険者負担分)-保険給付状況33.900人(16，526・世骨i)-被保険者数国民健康保険事業

3，508万円(，159件)-見舞金支給額106.192人-加入者数受通災害共済事業

4.903万円-作業ヱ賃14.102人-延べ利用者数福祉事業センタ一事業

65倍~1 ，037万円(老人医療負担分)

仁子fJl卦J也氏 3，9197J円、 .ド之郷J也r<:7f怠3，17475円、
岡地医 1億9，043万円、 ド小島地区 3位7.510万円、
小井ELIJtI!.区1f立7，210万rg、?片安明地区 2イ意3，683万円、
保野 ・忽11岡地区 H忌4，730万円なE

-医療費給付状況13，307人

-管渠、処理場等建設事業費

-医療受給者数

農業集落排水事業

老人保健事業

16件(1億220万円)-貸付状況
同和旭区住宅新築

資金等貸付事業

上回処開区 974.1ha (務備率66.5%)
・処理面積

別所温泉処理区16.1ha ( 1/ 23.7%) 
14，175[1(34.8%) -処理区域戸数公共下水道事業

34，786戸 (99，404人)

1，462方m'

36件 (1億9，2川万円)

57件 (5億4，892方円)

水道事業のあらまし

給水戸数

年間配水量

建設工事

改良工事
ir竺

水道事業

企業名

6，493人 (延べ)

13，734人 (延べ)

537人

産院事業のあらまし

入院患者数

外来患者数

新生児数

資

本

的

収

支

16 2. 広報うえだ7.(g) 



o' " ~ヌ:t'五LJ

e-pe ・6・ 回同圃--

病
(
医
)
院
の
受
付
で
は

保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
/

I
ll

-
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
(内
線

1
6
2
4
)
1
1
1

一
老
人
保
健
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
上
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
次

に申
I
て
は
ま
る
入
、
で
す。

①
叩
必
に
述
し
た
川
の
「
朝
日
」
か

ら
(
誕
恒
日
が

.
H
の
場
合
は
そ
の

月
か
ら
)
②
何
歳
以
上
河
歳
未
満

で

一
定
の
降
客
が
あ
り
、
市
長
の
認

定
を
受
け
た
人
(
認
定
を
受
付
た
月

の
「
翌
日
」
か
ら
。
認
定
日
が

一
日

の
州
場
介
は
、
そ
の
け
か
・ら
)

お
院
お
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

保
療
受
給
者
証
(
健
康
手
帳
)
と
保

険
証
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る
の
は
つ
・

一
転
出
す
る
と
き
は
、

受
給
者
証
は

向
齢
者
福
祉
課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
後
は
、

L
仁
川
市
で
交
付
し
た
受

こ
の
よ
う
な
と
き
は

市
町
村
の
窓
口
ヘ
!

給
許
証
は
使
川
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

転
出
先
の
市
阪
町
村
で
新
し
く
交
付

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

再
度
、
上
回
市
へ
転
入
す
る
予
定

、
で
ち
、
転
出
時
に
は
必
ず
お
返
し
く

だ
さ
い
。
転
入
時
に
新
し
い
受
給
若

証
を
お
波
し
し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
健
康
保
険
に
加
入

し
た

t
き
や
、
保
険
証
の
記
号

・
番

号
、
が
変
わ
っ
た
t

と
き
は
、
新
し
い
保

険
証

t
印
鑑
ぞ
高
齢
者
福
祉
課
ま
で

持
参
し
て
、
変
ぽ
の
下
就
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。一

健
康
保
険
法
な
ど
の
.
部
が
改
正

さ
れ
、

m
n
l
nか
ら
老
人
保
健
の

制
度
が
次
の

t
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

「
老
人
保
健
制
度
」
か

川
月
1
日
か
ら
変
更

入
院
時
の
食
事
代
の

一
部
負
担

入
院
時
の
食
事
代
に

つ
い
て
は

診
療
や
股
薬
、
入
院
な
ど
の
「
療
養

の
給
付
」
か
ら
切
り
離
し
、
被
保
険

者
の
か
た
は
次
の
T

と
お
り
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
残
り
は
「
入
院
時

食
明
療
養
賢
」
と
し
て
老
人
保
健
が

れ
刊
し
ま
す
。

-
入
院
時
の
食
事
の
標
準
負
担
額

マ

一
般
の
被
保
険
者

:i
日
に

つ
き

6
0
0
円
(
た
だ
し
、
次

の
場
合
は
軽
減
さ
れ
ま
す
)

*
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の

か
た
で
、
標
準
負
担
額
の
減
額

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

・:
l
日
に
つ
き

4
5
0
円

*
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の

か
た
で
、
叩
日
以
上
入
院
し
て

い
る
場
合
叩
日
以
降

・1
日
に
つ
き
3
0
0
円

*
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

:・

l
日
に
つ
き

2
0
0
円

申
請
仁
よ
り
、
市
か
ら
減
額
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A
V
申
摘
に
必
要
な
書
類

被
保
険
者
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証
、
印
鑑
、
転
入
者
は
前
住
所
の
市

町
村
民
税
証
明
書

A
V
問
い
合
わ
せ
・

減
額
認
定
の
窓

口

日
齢
者
福
祉
課
(
内
線

1
6
2
4
)

1今ぉ; ・・・・・か年荷老
JJ 4 ':巴人
1 月二医
O カ・ 7 療
1 (う..... (こ

A 28p 
t8が る
な T外 一
り白米音11
ま Yの負
すユみ担

L 、金

2， 16 

老
人
医
療

一
部
負
担

金
、か
4
月
か
ら
変
更

[10] 広韓うえだ7.

主
一人当たり医療鍵 (円)

上田市 {申E巨 全国実数 {申率

58 341.624 “3.010 
59 341，753 0，03 461刈8 4.1 
ω お8，682 7JIl 498，637 ao 
61 5句忽犯 51あ 見3，033 4.8 
62 4低526 3.13 548，600 4.9 

63 410.659 2..D2 567.930 3.5 

:n: 424.774 3.43 593，606 4.5 

2 434.517 2.29 ぼJ8.983 2.6 

5 457.318 5.24 633β41 4.1 

4 484.“。 5.93 
5 524.422 8.25 

三日②の表は、対全国実数比

-
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
の
状
況
②

主
一人当たり医療費 (円)

よ田市 {申* 県実数 {申率

58 341，624 399.452 
59 341.753 0，03 347，617 -12.9 

ω お8，682 7JIl 泌8，021 5.8 
61 ヨ明日，2!D 51あ 381.134 3.5 
62 初2.526 五13 394，824 3.5 
63 410.659 2.D2 406，674 3D 

:n: 424.刀4 3.43 422.011 3.8 

2 特4.517 2.29 431.綿5 2.2 
3 457.318 5.24 447.691 3.8 
4 総4.“。 5.93 470.929 5.1 

5 524，422 8.25 493.015 4.7 

-一

人
当
た
り
老
人
医
療
費
の
状
況
①
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晶-・・・・ ・

ど
の
よ

市
引
-
国
保
(
国
民
健
康
保
険
)
と
は
、

F

は
門
」
う
な
制
度
な
の
で
す
か
?

日

M
一
基
本
的
に
は
、
国
保
の
加
入
者
が
お
互
い

「
レ
」
に
出
し
合
う
お
金
(
保
険
税
)
と
国
か
ら
の

負
担
金
、
て
、
も
し
も
の
時
に
安
心
し
て
医
療
機
関
に

か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

ど
の
よ
う
な
人
が
加
入
す
る

羽
包

囲
保
に
は
、

日
川
」

の
で
す
か
?

日
制
一
国
民
は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に

「
レ
」
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
の
医
療
保
険
(
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
)
に

加
入
し
て
い
な
い
人
(
例
え
ば
自
営
業
の
人
や
会
社

ぞ
退
職
し
た
人
、
ア
ル
バ

イ
ト
や
バ

l
ト
勤
務
の
人

な

E
)
は
、
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
の
加
入
や
脱
退
の
手
続
き
は
、
だ
れ

が
い
つ
す
る
の
で
す
か
?

世
帯
主

(
家
族
で
も
よ
い
)
が
、
必
ず
日

日
以
内
に
市
役
所
に
届
け
出
を
し
な
げ
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
勤
務
先
の
会
社
な
ど
で
は
、

国
保
の
手
続
き
を
い
っ
さ
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
退
職

し
て
健
康
保
険
の
適
用
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
国

保
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
就
職
し
て

健
康
保
険
の
適
用
に
な
っ
た
場
合
は
、
国
保
の
脱
退

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

E面園

柄
引
-

保
険
税
(
国
民
健
康
保
険
税
)
と
は
、
ど

口
川
」

の
よ
う
な
税
金
な
の
で
す
か
?

円

M
一

上
田
市
が
負
担
す
る
医
療
費
の
必
要
領
を

「
レ
」
確
保
す
る
た
め
、
国
保
の
加
入
世
帯
に
保
険

税
を
課
税
し
て

い
ま
す
。

保
険
税
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

団
H

I i I 

ま
た
、
課
税
内
容
は
次
の
4
項
目
で
す
。

①
均
等
割
:
・
世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
(
一

人
当
た
り
l
万
5
0
0
円
)
②
平
等
割
・
:
一
世
帯
当

た
り
の
額

二

世
帯
当
た
り

l
万
1
0
0
0
円
)
③

所
得
割
・
・
・
世
帯
の
加
入
者
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

計
算
④
資
産
割
・
・
・
世
帯
の
加
入
者
の
当
年
度
の
固
定

資
産
税
額
に
応
じ
て
計
算

こ
れ
ら
4
項
目
の
合
計
が
、

た
だ
く
保
険
税
額
で
す
。

1
年
間
に
納
め
て
い

園

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
ど
う
な
り
ま
す

か
。
ま
た
、
滞
納
し
た
ま
ま
市
外
へ
転
出
し

た
場
合
は
ど
う
で
す
か
?

日
目
保
険
税
は
、
医
療
費
支
払
い
の
た
め
に
必

「
μ」
要
な
額
を
み
ん
な
で
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、

滞
納
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
滞
納
す
る

t
制
度
上
、
医

療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
高
額

療
養
費
、
出
産
育
児

一
時
金
お
よ
び
人
間
ド

ッ
ク
補

助
金
な
ど
の
支
給
は
、

納
税
相
談
の
う
え
支
給
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
滞
納
税
額
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
と

.退職者医療制度
国民健康保険の加入者の中で、 会社などを

送機して年金の支給者E受けている70歳未満の

人とその家族は r~総者医療制度J によりお
医者さんにかかることになります。

・乙の制度に加入できる人

次の3つの条件にあてはまる人(退織被保

険者本人)とその家族(被扶養者)のかたです。

①国民健康保険に加入している人

@老人保健法の適用を受けていない人

③厚生年金や共済年金などの被用者年金制

度百五至五受けている人で、 加入期間が20
年以上、もしくは40歳以後10年以上ある人

・自己負担金の軽減
この制度で医療を受けると、自己負担金{一

般のかたは、本人も家族もすべて3劉)が次

のように軽減されます。

健康を支える保険税

延
滞
金
が
加
わ
り
、
ま
た
滞
納
処
分
の
た
め
勤
務
先

へ
の
給
与
調
査
、
取
引
先
(
得
意
先
)
へ
の
取
引
調

査
、
金
融
機
関
へ
の
資
産
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
社
会
的
地
位
や
信
用
を
失
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
転
出
し
て
も
滞
納
税
額
は
減
少
せ

ず
、
逆
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
前
記
と
同
様
の
滞

納
処
分
を
行

い
ま
す
。

利用しよう.ノ
-届け出
年金の受給権力t発生すると、年金保険者か

ら r年金証書」が送られてきます。 r年金証

書」が届いたら、14日以内に世需主は年金証

書、 印鑑、保険証(お持ちのかた)などを持

参して、市民課または支所ヘ届け出をしてく

ださ1-¥。退職被保険者誌を発行します。

医療費を有効に
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情報

平
成
3
年
に
上
田
市
女
性
行
動
計
画
を
策
定
し
て
、
今
年
で
5

年
目
。
こ
の
事
業
を
も
っ
と
推
進
す
る
だ
め
、
平
成
ア
年
度
に
「
第

二
次
女
性
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
男
女
ガ
と
も
に
参
画
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
い
う
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
く
広
聴

会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
だ
の
夢
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
/

高
齢
者
健
康
の
つ
ど
い

••• 
人
引
制
作
γ
時
代
、
い
き
い
き
と
お

過
ご
し
い
た
だ
く
た
め
に
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。

マ
と

8

2
H
U
n
m午
前
川
時

初
分

1
午
後
3
時

マ

と

こ

ろ

市

船
折
一
川
社
セ
ン
タ
ー
マ
内
容

①

限
療
体
育
折
導
員
に
よ
る
健
康
体
操

(
午
前
叩
時
刊
分

1
)

②
講
出

1
A
R

粗
繋
症
の

f
防
と
治
療
」
品
開
・
:
成

人
州

A
P

M

縦
研
究
所
所
民

・
れ
本
医
与

さ
ん
(
午
後
l
時
初
分
1
)

マ
交

通
の
ご
案
内

①
上
川
駅
花
セ
ン
タ

ー

て
I
F
-
-
-
r
h川
o
b
f
O司

A
7
.卜
去
l

ー

:

'

f
l
H
l
t

'

I

山
川

d
セ
ン
タ
ー
花
し
仁
川
駅
行
き
:・

午
後
l
時

・
品
川
川
終
了
後
。
な
お
一
川

舟
円
す
は
訴
訪
形

・
小
牧

・
朝
日
ケ
正

卜

Mrmて
す
。
ご
利

mく
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
刈
帥
行
制
付
セ
ン

タ
ー
(
宮
a
-
6
1
1
1
9
)

「
消
費
生
活
講
座
」
講

演
会
に
お
出
か
け
を

••• 
マ
と
き

3

H
l
H
山
午
後
2
時

か
ら
3
時
制
分
ま
で

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
飴
(
材
木
町
)
マ
演
題

「
食
べ
物
の
佃
倣
観
1
ぉ
.
大
気
か
あ

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
マ
講
師

鈴
木
-
f
一子
さ
ん
(
品
業

・
日
本

気
象
学
会
以
)
マ
受
講
料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
8
)

3
月
白
日
に
防
火
管

理
者
「
上
級
講
習
会
」

••• 
マ
と
き

3
月

n
円
附
午
後
2
時

か
ら
4
時
初
分
ま
で

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
会
議
室
マ
資
格

防
火
作
理
者
の
資
怖
が
あ
る
人

受
講
料
無
料
マ
申
し
込
み

2

月

U
H
m
か
ら
3
川
口
日
幽
ま
で
に

消
防
本
部
予
防
課
(
包
@
0
1
1
9

内
線
2
1
7
)
へ

。
定
員
1
3
0
人

で
締
め
切
り
ま
す
。

マ

[121 16 2. 広報うえだ7.

「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
」

叩
周
年
記
念
式
典
ヘ

••• 
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
5
団

設
立
加
問
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

2
月
初
日
仰

マ
と
こ

ろ

尚
.i会
議
所

5
附

マ

内

容

①
初
同
年
記
念
式
典
(
午
後
1
時

1
)

②
古
田
人
形
芝
山
崎

(
午
後
2
時
初

分

1
)

マ

入

場

料

無

料

マ

問

い
合

わ

せ

ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
民
野

h
0

・
Aτ

り

県
都
5
団

(
宮

@
7
0
5
3
郎
須
野
)

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会

••• 
マ
日
程

3
川

3
n
俗
・
:
開
会
式
、

4
H
ω
1
5
日
川
:
・
賊
技
マ
と
こ

ろ

プ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー

・
場
(
長
門
町
)

マ
実
施
種
目

ア
ル

ペ
ン
駐
日
(
凶
転

・
大
向
転
)
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
柑
円
{
距
離
競
技
)
マ

問
い
合
わ
せ

何

ジ

ャ

パ
ン

・
バ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
事
務
局

(8
0
4
2
5
⑬
3
8
1
1
)
 



!長野県議会議員一政選挙 l

「
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
」

参
加
希
望
す
る
企
業

••• 
同
滑
な
雇
用
を
確
保
し
、
日
進
月

歩
進
展
す
る
技
術
革
新
に
対
応
す
る

た
め
、
首
都
圏
の

I
タ
ー
ン
希
望
者

(
首
都
閣
の
大
山
町
十
、
短
大
、
終
極
専

門
学
校
な

E
の
卒
業
見
込
み
者
を
合

む
)
を
対
象
に
、
ト一
小
地
域
の
産
業

• 
4月23日(日)

|上岡市議会議員一般選挙 l
みんなそろって投票しましょう。

-上田市選挙管理委員会・

や
企
業
の
紹
介
、
就
職
に
必
要
な
情

報

・
資
料
の
提
供
な
ど
を
行
い
、
人

材
確
保
の
た
め

の
新
た
な
就
職
環
境

を
つ
く
る
、
就
職
総
合
情
報
展
「
ふ

る
さ
と
コ

ー
ル
信
州
上
回
地
域
」
を

開
催
し
ま
す
。
現
在
、
参
加
を
希
望

す
る
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

マ
と

8

4
月
四
日

ω午
後
1
時

i

5
時

マ
と
こ
ろ
市
ヶ
谷
会
館

「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」
(
東
京
都

新
宿
区
)

マ
申
込
期
限

2
月

n

n
ω
(申
し
込
み
が
印
社
を
超
え
た

と
き
は
抽
選
)

マ
参
加
負
担
金

-
企
業
4
万
円
。
た
だ
し
当
日
参
加

せ
ず
バ
ン

フ
レ
ッ
卜
な
ど
を
出
展
す

る
企
業
は

3
千
円

(
1
企
業
印
部
以

内
)
マ

問
い
合
わ
せ

労
政
課
(
内
線

1
4
1
1
)
、
上
山
商
て
会
議
所
(
包

⑫
4
5
0
0
)
 

明るい選挙の推進の輸を

ひろげよう/

上田市明るい選挙推進大会

県
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
は

3
月
1
日
2

••• 
県
営
住
宅
の
入
居
者
の
統

一
募
集

を
行

い
ま
す
。

マ
募
集
説
明
会

2
月
M
H
樹
午

前

9
時
か
ら
(
会
場
は
上
回
合
同
庁

舎

6
階
講
堂
)

マ
募
集
期
間

3

月
1
日
制
か
ら
同
日
日
開
ま
で
(
土

眼
目
眼
目
を
除
〈
)。
た
だ
し
、
受
付

期
間
中
に
応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
マ
抽
選
会

3
月

u
n
ω午
前

9
時
か
ら
(
会
場
は
上

間
合
同
庁
舎

6
階

講

堂

)

マ

入

居

資
格

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、

同
居
す
る
親
族

(
3
か
月
以
内
に
結

婚
を
予
定
し
て
い
る
締
約
者
を
含
む
)

3月5日旧)午後 2時から

中央公民館3階大会議室

①事例発表

②講演…「混迷政局と統一地方選挙」

講師…朝 日新聞長野支局長

池内文雄さん

上田市選挙管理委員会

事務局(内線1671・1672)

-とき

・ところ

・内容

-問い合わせ

上田市議会議員一般選挙の

立候補手続き等に関する

説明会を開催します
が
あ
り
、
収
入
が

一
定
額
以
下
で
住

宅
に
困
っ

て
い
る
人
。
た
だ
し
、

ω

歳
(
女
性
は
叩
歳
)
以
上
の
人
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
お
よ
び
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
は

一
人
で
も
入

居
で
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
小
地
方
事
務
所
建
築
諜
(
包

@
7

1
4
3
)
 

立候補手続きなどが円滑に行われるよ

うに、次のとおり説明会を開催します。

・と き 3月15日附午前10時30介

・ところ 市役所 6階大会議室

・内容立候補手続き、選挙運動など

に関すること

・問い合わせ 上回選挙管理委員会

事務局(内線1671・1672)

[13) 2. 16 広報うえだ7.



よ
り
よ
い
紙
面
作
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

-情報テーブル・

て
み
ま
せ
ん
か
。

I 
金賞・福田真里子さん 銀賞 ・問中.l!iまさん

: i!!i泡図小 ・ 6~) (西小 ・4年)

ん身
{こ体
各障
種書
の者
制の
度皆
がさ

「防犯ポスター」
入賞者が決定/

上回警察署と上小防犯協会で募集した、

防犯ポスターの入賞者が決まりました。

安全で平穏なまちづく りのため、地域

の安全活動に今後も協力をお願いし ます。

・上回警察署 (ft@OIIO)

• 

• •• ・
住
宅
改
良
の
補
助

工
事
分
)

-
級
・
2
級
・
3
級
の
、
視
覚
ま
た

は
肢
体
不
れ
山
の
身
体
間
百
者
(
侃

歳
未
尚
に
限
る
)
の
か
た
が

日
常
生

活
の
向
上
の
た
め、

住
宅
の
改
良
守

す
る
場
合
に
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
3
月
初
日
開
ま
で
に
、
工
事
費

用
兄
秘
芹

t
、
改
造
部
分
の
凡
取
り

凶
(
改
・長
前
と
改
・以
後
)
を
持
参
し
、

厚
生
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

R
I
p
h
7
.ド
E

'・
h
H
'

l
a'
A

白
ト
?

市では r広報うえだJ が市民の

皆さんに、より親しまれ、より読

まれるものにしていくため、次に

より平成7年度の広報モニターを

募集します。モニターの皆さんに

は、広報に対する意見や提案など

をお寄せいただき、市民参加の紙

面作りの一銭を担っていただきま

す。

b応募方法 20歳以上の市内在

住者(公務員を除く)t>募集人員

一般公募10人程度 t>任期委

嘱の白から翌年3月31日まで t> 

職務内容 ①モニター会議への出

席(年3回程度) ~アンケート
に協力など b謝私記念昂を贈

呈 t>応募方法はがきに、住所

・氏名(ふりがな)・年齢 ・臓業 ・

電話番号 ・r広報にひとこと」を書

いて、3月31日出までに秘書課(〒

386上田市大手1-11-16)へ。

マ
補
助
金
額

(
平
成
6
年
度
の
場

合
)

工
事
費

ω万
円
ま
で
全
額

マ
そ
の
他

新
築
や
改
築
は
付
象

t

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
作
制
限
が

あ
り、

一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合

や
、
補
助
決
定
前
の
事
前
者
工
も
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

-
人
工
透
析
の
通
院
費
補
助

(
平
成

6
年
度
後
期
分
)

人
仁
透
析
の
た
め
の
泌
院
白
川
の

.
部
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
象

(
次
の
要
件
仁
す
べ
て
該

均
す
る
か
た
)

①
市
内
に
お
住
ま

い
て
、

mu
腕
機
能
附
守
に
つ

い
て
身

体
障
害
者
手
帳
の

1
級
の
認
定
を
受

け
て

い
る
。

②
片
道
2
M
以

t
の

距
雌
を
通
院
し
て
い
る
。

マ
補
助

申
請

補
助
を
申
請
さ
れ
る
か
た
に

は
、
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で、

3
H
3
n
憎
ま
で
に
厚
生
誕
へ

巾
し
出
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
も
で
き

ま
す
。

-
補
聴
器
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

刈
齢
の
か
た
や
耳
の
不
内
山
な
か

た
を
対
象
に
補
聴
器
の
相
談
会
を
開

-.~涯醤義ヨI~晶君沼目I'~-

催
し
ま
す
。
当
日
は
補
聴
器
を
試
し

た
り
、
現
在
お
使
い
の
補
聴
器
の
修

邸

・
点
検
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

3
日
3
H
幽
午
前
日
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で

マ
と
こ
ろ

上
旧
市
福
祉
会
館
(
大
手
町
・

N
T

T
向
か
い
側
)

マ
そ
の
他

聴
党

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

・
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合

わ
せ

即
償
却
(
内
線

1
6
0
3
)

「
滞
納
処
分
」
に
よ
る

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
と
し
て
、

屯
話
加
入
織
の
公
光
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

電
話
を
引
き
た
い
か
た
は
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

マ
と
き

3
月
9
H
附

マ
入
札

時
間

午
前
日
時
か
ら
叩
時

m分
ま

で
(
説
明
は
午
前
9
時
何
分
か
ら
)

マ
と
こ
ろ

市
役
所
市
庁
合

5
階

第

3
・
4
会
議
室

マ
方
法

競
争

入

札

マ

台

数

当
日
決
定

マ
公

告

場

所

市

役
所
、
盟
殿

・
出

m
-

川
阿
の
作
文
所
マ
入
札
参
加
者

印
鑑
を
お
持
ち
仁
な
り
、

本
人
が
お

い
て
く
だ
さ

い
。
代
哩
人
の
場
合
は
、

本
人
内
経
の
委
任
状

t
代
町
人
の
印

鑑
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

マ

そ
の
他

公
売
当
日
ま
で
に
、
該
当

す
る
滞
納
将
が
市
税
な
ど
を
完
納
し

た
場
合
仁
は
、
公
売
ぞ
中
止
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

収
税
課

(内
線
1

3
o
l
-
-
3
0
3
)
 

広
報
モ
ニ
タ
ー

や
っ

室
賀
温
泉
ス
タ
ン
ド

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

••• 
上
室
賀
地
区
の
室
賀
温
泉
糠
泉
地

わ
き
に
地
泉
ス
タ
ン
ド
施
設
が
蜂
怖

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

マ
利
用
時
間

午
前
6
時

1
午
後

9
時

マ
使
用
料

2
0
0
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き

1
0
0
円
で
す
。

マ
そ

の

他

使

用

硬
貨
は

1
0
0
円
、
叩

円
だ
け
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

山
村
整
備
課
(
内
線
1
4
8
1
)

(14) 16 2. 広報うえ定7.
件数45件(-9)/死者O(ー)/負傷者57(-4)

< I月末現在。( )内は昨年比〉上田市の受通事故発生状況



• 

廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
早
自
に

納期限は2月28日ek)
・固定資窪税 A 掴

(都市計画税) ...開

・国民健康保険税 8期

便利で確実な口座振替のご利用を

••• 
軽
自
動
車
等

(
原
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
、
お
よ
び
二
輪
、
四
輪
の
軽
自

動
車
)
を
廃
棄
ま
た
は
譲
渡
し
た

t

き
は
、

3
月
引
白
幽
ま
で
に
次
の
場

所
、
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
原
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
:
市

民

税
謀
、
塩
田

・
川
西
岡
支
所

へ
。
廃

車
の
場
合
は
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
と

印
鑑
を
、

名
義
変
更
の
場
合
は
譲
液

証
明
書

t
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

、
。

・
二
輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車

(
車
検

が
必
要
な
も
の
)

:・
県
自
家
用
自
動

車
協
会
上
小
支
部
(
宮
@
1
8
7
5
)

へ
。

※
軽
自
動
車
税
は
、

4
月
1
日
仁
所

有
し
て
い
る
か
た
に
対
し
て
1
年
分

が
課
税
に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課

1
2
8
6
)
 

開

1
¥て

(
内
線

相 談名 日 時 会場 な ど

3月10円働

i去 律 相 談 13: 30-15 : 30 市

(予約制) 3 H 24日働 役
生活環 境 諜

13: 30-15 : 30 所
(南庁舎3階)

人権・ 悩みごと相談
3 H 2 FI(材

宮 内線]38913: 00-16 : 00 @ 

土 地 建 物相 談
3 ]-1 9 Rω 4 

13 : 00-16 : 00 1 。
農 地 問題相談

3月1円(水} 。農業委員会

8 : 30-17 : 00 (本IT合 2階)

行 政 相 談
3月13R(月)

西武デパー ト
10: 00-15 : 00 

心 配ごと 相 談
毎週火眼目

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 律 栂 =言ュ3，te 3月18日tt) (ft @ 2025) 
(予約flllJ) 10: 00一正午

:去 徐 相 談 3月15日(水)

(予約制) 13 : 30-15 : 00 上m商工会議所

保 険年金 相 談
毎週月~金曜日 (宮 ⑫ 4500)
9 : 00-16 : 00 

市 民 相 談 毎週月~金隈11 生活 環 境 諒

交 通事故 相 談 9 :OO-Hi:OO 市 (南庁舎 31精)

兜 童 相 談
毎~月~金曜日 ?交 児童 保 育 諒

9 : 00-16 : 00 (宮@2000)

母 子 相 与~と 毎週月~金眼目 所 児童 保 育 課

9 : 00-16 : 00 (内線1636)

毎週月~金限日 京都保育係l
子 育て 相談 8 : 30-19 : 30 保育 セ ンタ ー

(ニ仁臨円は12:30) (fi @ 3096) 

固
定
資
産
課
税
台
帳

4
月
3
日
か
ら
縦
覧

••• 
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
も
と
と
な
る
評
価
額

・
課
税
標
準

額
を
あ
ら
か
じ
め
知

っ
て
い
た
だ
く

た
め
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
分
の
縦
覧
は
4
月

3
日
開

1
同
初

日
附
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

「広

報
」
3
/
刊
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
(
内
線

1
2
9
2
)
 

世
帯
主
と
の
続
柄
の

記
載
方
法
が
改
正
に

••• 
近
年
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
意

識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

住
民
票
の

「
世
帯
主

t
の
続
柄
」
の
記
載
方
法

が
3
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

世
帯
主
の
子

E
も

(
長
男
、
長
女
、
養

子
な
ど
)
に
つ
い
て
は
、
続
柄
の
記

載
の
区
別
を
せ
ず
に
、

一
律
に
「子
」

と
記
載
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

各
世
帯
に
お
出
し
す
る
通

知
に
つ
い
て
、
従
米
の
世
帯
員
の
順

番
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、

ご
ゑ
知
く
だ
さ
い
。
な
お、

戸
籍
に

つ
い
て
は
、
父
母
と
の
続
柄

は
従
来
ど
お
り
で
す
。

-
世
帯
主
と
の
続
柄
の
記
載
方
法

妻
、
子
、
父
、
母
、
妹
、
弟
、
子

の
妻
、
子
の
子
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課

(内
線
1

3
5
3
)
 

-改正後の記載例

養 長 長 長 改
男 男
の 正
長 の

目リ
子 女 妻 男

子 子 子 子
改

の の 正
子 妻 後

「
新
映
像
塾
」
の
塾
生

希
望
者
を
受
け
付
け

••• 
マ
と
き

3
月
お
日

ω
l初
日
間

マ
と
こ
ろ

丸
子
町
文
化
会
館、

信
州
大
学
繊
維
学
部

マ
募
集
人
員

上
小
地
域
(
北
御
牧
村
を
含
む
)に

在
住

・
勤
務

・
在
学
(
高
校
生
以
上
)

す
る
人:・
印
人
、

上
小
地
域
以
外
の

人
・
:
印
人
、
応
募
多
数
の
場
合
は
事

務
局
で
選
考

マ
内
容

①
基
調
講

演
(
映
画
鹿
瞥

・
佳
洋

一
さ
ん
)

一

般
参
加
も
で
き
ま
す
。
②
バ
、
汗
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

③
分
科
会

マ

参
加
費

3
0
0
0
円

(
3
月
お
日

宿
泊
希
望
者
は
1
0
0
0
0
円
)

マ
主
催

上
回
地
域
新
映
像
産
業
推

進
協
議
会
(
県
、
上
岡
市
、

小
県
郡

7
町
村
、
北
御
牧
村
な

E
で
構
成
)

マ
問
い
合
わ
せ

詳
細
に
つ
い
て
は

2
月
訪
日

ωま
で
に
上
田
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
(宮
⑫
2
1
3
0
)
へ
。
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υろし

・田尻 宙くん
( 1鰻3か月・上本郷)

r滑り台やボール役げが
大好き。なんでもよく食べ、
特にイチゴやパナナが好物。
かぜをひかない丈夫な子で
す』と、母の優美子さん。

保健診tlT
保健予防課(内線 1374)

.3月の乳幼児健康診査

[>受付時聞 いずれも午後 1fI.): -2時 [>持ち物l母子健h]i下1帳、パスタオル(..J・ JOか}JV，υ、向ブラシ

( 1能 6カ・円児)0 1 歳 6 かJ]児は、 'ff.、九ゃん手IÞl~の rll
にある雌Mt診ftMに記入してお持ちくださ t、c 3必児

は健康診内票と机聴覚検慌のアンケート~お返りしま
すので、ご記入のうえお持ちください。 また、 I!J<検究

のスポイトもお持ちください。

-保健センター(市役所南庁舎巴階)

健 員参 実施日 生 年 月 日

4 力、 月
3nsII 6. 10. 16-10. 31 

3月2211 6. 11. 1-11. 15 

10 か 月
3月911 6 . .L 1Ii--1. 30 

:3月281J 6 . :>. 1-5. 15 

|歳 6か月
3/"1311 !) • 8. 16-8. :31 

3月lHI 5 9. 1-9.1:> 

3 
3月 6[1 2. 1-2. 15 

歳
3月1011 2. 16-2. 29 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

;;;|3MllH4 
l歳 6か月 I :3月2311 I 5 

・川西社会福祉センター (川西地区)

4 か月 I I 6. 10. 
10 か月

l歳6か月

3)J1711 6. 4. 

5. 8. 

1<¥-11. 15 

}()-5. 15 

J6-9. 15 

16-11. 1;) 

l()-5. 15 

}(j- 9. 15 

-寝たきり老人をささえる家族の会

[>とき 3日8R(初午後 1時-.1時 [>内容施設

見学 U;副-l l jlGテ、、イサービスセンター「さっきの陪I J、:t~

11デイサービスセンター ・特別養護主人ホーム「室n
のlH.J) [>出発午後 1時にdi役所本庁舎前よりノfス

が出ます(途qlの来ド'111まuf能) [>申 し込み 3 )J 
3 n(句までに保健子防課(内線1377)へ [>その他

当日、介護ぞカ・わってく fごさる人カ%、な l， t~i介は、払I~

人ポランテ fアが伺いますので、ごj虫給ください。

-お年寄りのlまけについての相談会

むの忘れが散しい、お漏らしをする、今までと行動

が違ってきた、家族が対応に附ることがあるなど、お

年寄りのことについての相談をお受けします。 なお、

早めに相談する二 tによって、ぼけの進み方が違って

きます。

[>とき 3月7日(勾午前 911年30分~午後 311年30分
いところ 刈齢者福祉センタ- [>相談担当者国立

小諸雌益所・ JJ，'il内静.{-さん じ〉相談料無料[>申し

込み 個人相設でイ・約制です。.jll談を希望されるかた

は、 3JJ 3 11 伽までに I~I し込んでくださ L、。[>定員
5人(定uになり次第受け付けを締め切ります)

[>問い合わせ .. I，~j齢r..師宅11:センター (fi⑫4119)

広報ビデオ(委託制作)が

優秀賞を受賞 f
このほど、長野県市町村広報コンクールの f広報ピ

テ・オの部」で、上田市が優秀賞を受賞しました
受賞した広報ビデオは、お年寄りをテーマに、市の

高齢者福祉を取りよげた「お年寄りに優しいまちづく
りへJ(平成 6年11月27日、信越叙送で放映)です
市では、この受賞を機に、いっそう市民の皆さんに
しまれる広報活動を進めていきますので、ご意見・

したら、秘書課(市役所本斤舎

広寝うえ~7. 2. 16 日6)
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